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2015年 度 特定非営利活動法人さがみはら市民会議

第 1 総括

事業報告書

2015年 度は、サポー トセンターの運営再受託 5期 目の 2年目であつた。センターの運営の
実務的なことについては、引き続き,事務局長を中心にスタッフの創意工夫が発揮されて、問題
もなく運営ができたと自負 している。人件費の増額もあったが,仕事量も増えていることもあり,

一層効率的な運営を図る必要がある。
また,市民会議の自主事業が低調であったので,今後 ,

と思われる。

第 2 事業報告

特定非営利活動に係る事業
l NPOへ のマネージメン ト研修・講習活動

本年度は該当事業なし

2 各分野のNPO活 動の連携をめざした交流活動

独自の事業を模索実施することが必要

定例会の開催

本年は実施しなかった。

相模原 。町田大学地域コンソーシアム

組織が法人化され,当法人も法人会員として活動に参加 した。

NPOに 関する分野を横断した政策提言活動
1)地域ポータルサイ トの構築

2010年 度に立ち上げたプロジェク トの第 6年度 目を遂行 した。民間 3団体と相模原市
との協働事業として 「相模原市コミュニティサイ ト運営プロジェク ト」を実施 してきた。
主な事業成果は下記の通 りであつた。

① ポータルサイ トのコンテンツの充実

初年度に出来上がった構成の詳細にわたって、内容の充実を図つた。現在のサイ トには
以下の内容が含まれている。
・団体ホームページ (81件。当年度は 5団体増加、 1団体閉鎖となった。)

・コミュニティサイ ト (各種自由なコミュニティが構築できるようになっており、現在 36
件のコミュニティが作られているが、活発な状況ではない。

。日記コーナー
。みんなの掲示板
・相模原市からのお知らせ (転載 )

。関連 リンク集
・市関連のブログの掲載……中央区フォ トニュース、中央区交通安全・防犯実施 レポー ト(中

央区分は新規対応 )、 中学校給食、博物館職員ブログ
。自治会かいらんばんの掲載……・地域情報誌のネット版のバナーリンクをポータルサイ ト
に設置している。

・市民カメラマン、いきいきシエア応援サイ ト、家庭ゴミ分別サイ ト、さがみはらシティセ
ールス、いい～さがみはらなどのバナーを設置し、情報収集の利便性を図つている。

・市内のマスコットキャラクターの大辞典を編纂し、アップロー ド直前まで到達した。
・市内へのライブカメラ設置にチャレンジし、技術的な課題はほぼ解決 したため、今後は具

体的な設置場所の調整が必要な段階になった。 (wifi環境と電源確保が両立できることが
条件となる。)

② 投稿編集会議

1)

2)



・ポータルサイ トを支えてくれるチボーターが集まり、投稿の企画を行 う会議を4回開催 し
た。

③ 市民への広報活動、利用促進活動
・団体ホームページコーナーのrll用促進と内容改善のために、構築 と更新についての説
明会を 7回開催 した。延べ参加者数は44名 となった。
10月 3日 、 8日 、 2月 15日 、 16日  HP更 新講座…… 24名

_   9月 29日 、 3月 3日 、 7日 、 HP新 規制作講座・……20名参加

④ システムの改善
・ホームページ構築に利用しているWordpressを 新 しいバージョンに変更した。この際、

新ソフ トに対応可能なサーバーも新規のものに更新 した。これで、今後新規に制作され
るホームページはスマー トフォンでの閲覧においても見やすいものになつた。今後は、
このサイ トに設置したブログも同様に改善される。子育て交流サイ トについてもこの新
しいソフ トで構築を進めている。

2)企業 。NPO。 大学 パー トナーシップミーティングin県央 の開催
サポー トセンター事業報告書記載のとおり

4 市民へのNPOに 関する広報、情報収集 と発信活動

1)会報の発行

本年度は会報を発行 しなかつた。

2)市民若葉まつりへの参加

本年は、 2日 間参加 した。

3)ホームページによる広報活動

本年は、更新はしていない。

4)さ がみはら市民活動フェスタの参加

本年は団体としては参加 しなかつた。

5.さがみはら市民活動サポー トセンターの管理運営事業

別紙                             の通 り

6 その他、この法人の目的を達成するために必要な事業
1)組織拡大活動

本年度の新入会員は、いなかった。

以 上



2015(H27)年度 さがみはら市民活動サポー トセンター事業報告

2016年 3月 31日

1.事業報告

1)会議室、作業スペースなどの提供に関すること

考察 :前年に比べ利用者数が減少気味だが会議室の利用は順調に伸びている。曜 日別では休館 日の
影響もあり月曜 日の利用率が低迷 している。作業コーナーは紙折機や丁合機の伸びが順調で、
印刷機は曜日によつては待つていただくことも多い。

1.利用者数

平成27年度
H27 H28

合計4月 5月 6月 7月 8月 9月 ¬0月 11月 12月 1月 2月 3月

会議室(人数) 603 545 475 7,074

オープンスペース 356 628 4,806

カウンター

作業コーナー 234 328 327 297 4,088

合計 1,621 1,476 1,373 1,407 1.320 1,422 1,291 1,263 1.175 1,205 1,393 1,878 16,824

月平均

2.曜 日別利用状況
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3.時間帯別利用状況

平成27年度 合計
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

午前 7.036

午後 598 65〔 562 7,030

夜間 266 230 292 2,758

合計 1.621 1,476 1,373 1,407 1,32C 1,422 1 1,263 1 175 1,205 1,393 1,878 16.824

夜 間

■ 午 後

日 午 前

4.各種利用件数

平成27年度
H27 H28

合計4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
新規団体登録数 2 1 0 2 0 1 1 0 6

旧談件数 9

会議室利用団体数 694
コピー機 435
印昂1機

紙折り機 172
ページセッター 9 5 11 6 6 8 111

ラミネート 3 3 4 3 5 1 1 3

くソコン 6ヽ

PCプリンター 6 7 11 7 7

ロッカー 158 1,474

レターケース他 5 4 2 1 8 2

合計 296 247 3,807
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※相談により複数項 目あり

2)市民活動団体等の紹介や相談等への回答 。助言に関すること
1.団体ガイ ドブックの作成と配布 (隔年発行 )

※今年度は隔年発行 しているガイ ドブックを作成 した。登録団体のデータを精査 し、より正

確な情報を提供できるよう努めた。

目  白勺
作成時期

掲載団体

発行部数

配布先

相談時間

相談員

参加費

相談件数

サポー トセンター登録団体の活動内容を紙ベースで情報提供
6月 ～12月 (プ ロジェク トチーム結成 )

登録団体数 :346団体 (7団体が掲載希望せず)

400部発イテ

登録団体、市内 NPO法人、たすかるバンク人材登録者 (希望者)

公民館等公共施設、相模原・町田市内の大学、県内中間支援施設、窓日配布他

2.市民活動全般に関する相談業務

相談件数 :上記 「5,一般相談」グラフ参照

3)市民活動団体運営基盤強化に関すること
1.NPOの基盤強化を図るため、NPOの設立や運営に関する相談を開催

※よろず相談はNPOの設立に関するものが多く、労務 。会計に関するものは数件あった。
件数的には昨年同様コマ数の 1/3程度であった。

「NPOよ ろず無料相談会J 完全予約制

相談日 :原貝J、 月 2日 (第 1木曜 日、第 3火曜 日)但 し、8月 と 12月 は 1日 のみで

全 20日  1日 3コ マで年間 60コ マ

①13:00～ 、②14:00～ 、③15:00～  各 40分程度
NPO法人さがみはら市民会議 会員他

無料

4月 ～3月  23件

2.NPOの 基盤強化に関する講座の開催 (基礎 。会計 。労務・事業報告書の書き方)

下記、「学習機会の提供Jを参照

4)市民活動に役立つ情報の収集・提供に関すること

考察 :今年度は市内 32公民館に専用ラックを常設する事ができた。また、サポセン主催の講
座・イベン ト案内は 1枚のみカラーポスターとし掲示依頼 した。
ナウの発送作業には、西門の不登校・ニー ト支援のチャオ・コローレさんに協力をお願
いした。

相談項 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

設 立 2 1 1 1 4 2 15
人材 2 1 3 1 1 1 1 1 12
広報 2 1 1 1 3 3

交 流 2

企 画 1 1 2

経理 1 1 3
税金 0
資金 1 1 1 3 2 1 10
事務所 1 1

活動拠点 1 1 1 1 2 1 3

団体情報 2 5 5 4 4 4 5 3 2 1 3 1 39
ボランティア 1 5 6 4 3 4 2 6 3 2 2 3 41
たすかるバンク 3 1 3 2 1 7 2 19

その他 3 8 5 6 3 4 3 6 ′
叶

合計 18 20 25 19 18 14 21 10 10 23 23 218



1.広報紙 「さぽせんナウ」の発行
・発行回数 :年 6回  偶数月発行
・発行部数 :2,000部 オールカラー
・常時配布 :約 760件 (複数枚配布 )

サポー トセンター登録団体

市内NPO法 人

市内公共施設

大学 (相模原・町田)

たすかるバンク人材登録者

市外中間支援施設等
・随時配布 :講座・イベント参加者等
・主な内容は下記の通 り

1面 :「今、NPOがおもしろい」&サポセン事業告知
。「今、NPOがおもしろいコーナー」掲載団体

第 55号 2015年 4月 15日 発行 :牧郷豆の会

第 56号 2015年 6月 15日 発行

第 57号  2015年 8月 15日 発行

第 58号  2015年 10月 15日 発行

第 59号 2015年 12月 15日 発行

第 60号  2016年 2月 15日 発行
2面 :「知って得する !情報コーナー」(56号から新設)&サポセン事業報告

第 56号 イーパーツとテクスープを活用してパソコン&ソ フトを手に入れよう
第 57号 安心してボランティア活動ができるように
第 58号 マイナンバー制度と市民団体
第 59号 協働事業提案制度につい

第 60号 サポセンの広報活用術
3面 or A4別 紙 :「団体イベント情報」掲載

。イベント情報掲載件数 :61件 (55～ 60号)

4面 :助成金、市民協働推進課からのお知らせ、編集後記など

2.ホ ームページ・メールマガジン・JcOm等情報発信の充実
・ホームページ :団体イベント情報 HP発信件数 :242件 (4～ 1月 )

情報種別に担当者を配置しタイムリーな更新を実施中
HPト ップページのサポセンカレンダーの月次更新を開始

・メールマガジン情報発信件数 :399件 (4～ 1月 )

・」com L字情報発信件数 (LIAX10件 /月 ):120件 (4～ 3月 )

3.タ ウンニュース「さがみはらの輪」への団体情報掲載
・利用団体数 :5団体 (4～ 3月 )

4。 「さぽせんナウ」へのチラシ同封サービス
・利用団体数 :10団体 (4～ 3月 )

2～4の考察 :昨年に比べると、情報発信件数が減少。

5)市民活動の活性化に資する学習機会の提供に関すること
1.市民活動基盤強化講座
11【NPO基礎講座】 全 3回開催

考察 :3区での開催は 6年目になる。NPO法人取得のメリット・デメリットをより分かりやす
く伝えるため、引き続き団体に事例紹介をお願いした。今年度も南区の参カロ者が多く事
例紹介も好評だった。
今年度から東京地方税理士会相模原支部の協力により、NPO法人会計の『基本の「き」』
について説明をいただくことになった。

約 360団 体

約 120団体

約 140ヶ 所

約 20箇所

約 100名

約 20ヶ所

DIPO法人 Creative Movement&Danceゆ うゆう
大船渡支援 相模原市民ボランティアの会
:たんぽぽの里

:う たうたげ音楽の庭 つくい

NPO法人 クライム



趣旨 :NPO法人について知 りたい、NPO法人を設立したい、と考えている方に向けて「は
じめの一歩講座Jを開催する。今年も 3区で計 3回開催。事例報告は各回 2法人、
計 6法人を迎え、NPO立上げのきっかけ、取得後のメリット・デメリットを紹介 し
ていただく。今年度は NPO会計の基本についての講義を追加 した。

講師 :さ がみはら市民活動サポー トセンター センター長 水澤 弘子
相模原市市民協働推進課 NPO担 当

東京地方税理士会相模原支部 市川 孝幸 氏

事例報告 :各 区の NPO法人 2団体

参加費 :500円

定員 :各 20名

第 1回 NPO初めの一歩講座

日時 :2015年 4月 23日 (木)13:30～ 16:30
会場 :けやき会館 2F中研修室

事例報告 :NPO法人 建築文化研究会
NPO法人 畑 と円んぼ環境再生会

参カロ者数 :17名 (受講者 11、 事例報告 4、 税理± 2)

スタッフ等 :6名

第 2回 NPO初めの一歩講座

日日寺:2015年 5月 14日 (木)13:30～ 16:30
会場 :橋本公民館

事例報告 :NPO法人 ワンダー トンネル

NPO法人 ちゃれん じ倶楽部

参加者数 :10名 (受講者 7、 事例報告 2、 税理± 1)

スタッフ等 :4名

第 3回 NPO初めの一歩講座

日日寺:2015年 5月 28日 (木)13:30～ 16:30
会場 :ユニコムプラザさがみはら

事例報告 :NPO法人 木パ ト

NPO法人 さがみはら市民交番青パ ト隊
参加者数 :19名 (16、 事例報告 2、 税理± 1)

スタッフ等 :4名

〈報告〉

●延受講者数 :46名

●参加者の感想 :

・事例報告では NPO法人の本音を感 じることができてよかった。
・NPOっ てどんなものなんだろう、とい う軽い気持ちで参加 したが

の必要な熱いものだとよくわかった。

、NPOの活動が気合い

・漠然と自分の中で考えていた活動を具体化するために必要と思い、受講 した。自分の甘
さを痛感 し、新たな目標を設定する気持ちになった。

12【 NPOの会計講座】 全 4回開催 (進行中)

考察 :東京地方税理士会相模原支部の皆様の協力による会計講座は今年で 3年 目になる。個別
相談、訪問サポー トの特典は日玉だが、なかなか参加者増につながらない。PRに力を入
れていくことが課題 と思われる ?

趣旨 :NPO法人格を取得 した団体の会計 。税務に関する基盤強化を目的として開催。
最低限、自力で帳簿をつけられるようにする。
活動計算書の構成を理解 し、自力で作成できるようになってもらう。
指定 NPO申 請に向けて会計事務のレベルアップを図る。

講師 :東京地方税理士会相模原支部の税理士の皆様
参加費 :500円

定員 :各 20名



第 1国 会計講座 STEPl「思ったより簡単 !NPO会計」、個別相談会
講師 :東京地方税理士会相模原支部 高橋 ネL篤 氏、荒井 秀樹 氏
日時 :2015年 7月 22日 (水) 14:00～ 16:00
会場 :さ がみはら市民活動サポー トセンター会議室

参加者数 :23名 (受講者 16、 協力者 7)

スタッフ等 :3名

個別相談 :6件 (5団体・1個人)

第 2回 会計講座 STEP2「複式簿記つて何 ?J、 個別相談会
日時 :2015年 11月 19日 (木) 14:00～ 16:00
会場 :けやき会館 3Fセ ミナールーム 2

参加者数 :19名 (受講者 13、 協力者 6)

スタッフ等 :2名

個別相談 :6件
訪問サポー ト:1件 (仮 申込み)

第 3回 会計講座 STEP3「知って納得、複式簿記 !」 、個別相談会
日時 :2015年 12月 8日 (火) 14:00～ 16:00
会場 :けやき会館 3Fセ ミナールーム 2

参加者数 :24名 (受講者 18名 、協力者 6名 )

スタッフ等 :4名

個別相談 :4件
訪問サポー ト:2件 (仮 申込み)

第 4回 会計講座 STEP4「 ここまでできれば大丈夫 !」 、個別相談会
日時 :2016年 3月 23日 (水) 14:00～ 16:00
会場 :けやき会館 3Fセ ミナールーム 2

参加者数 :25名 (受講者 21名 、協力者 4名 )

スタッフ等 :2名

1固 男」本目言炎:5「ト

(報告〉

●延受講者数 :68名

●参加者の感想 :

。とて t)丁寧な資料と講義だったので理解が進みます。受講の度に新たに分かることがあ
るので、今後も機会があれば参加 させてもらいたいと思います。

。収支決算と活動計算書をもう少 し知 りたかった。今回の講座では最初から参加 していな
かつたので、次回は最初から受けたい。

。決算書の書き方、作成方法を分かりやすく説明いただきよかったです。初めての決算で
分からないことが多いですがこれから頑張って作成 します。ありがとうございました。

13【労務の基本&事業報告書の書き方講座】 全 2回開催
趣旨 :NPOで安心して働いてもらうには、どのような環境整備が必要か ?雇用者 とし

て最低限知っておたい事は何か ?等、労務の基本について学ぶ。
事業報告書は、事業の振返 りだけではなく、支援者や寄付を増やすツールにも
なる。書き方の基本と読み手に伝わるコツを学ぶ。

参加費 :500円

定員 :各 20名

①矢口つておきたい !労務の基本

国日寺:2016年 3月 2日 (水)14:00-16:00
場所 :さ がみはら市民活動サポー トセンター

講師 :特定社会保険労務士 原田恵一 氏

参カロ者数 :7名 、行政・スタッフ 3名

感想 :・ 基本的なことが分かりやすかつた。
・判例などを記述 した資料が役に立った。
・非常に重要な事が多く内容が濃い。ただ、1回に詰め込み過ぎの感があった。

②伝わる !事業報告書の書き方

日日寺:2016年 3月 8日 (火)14:00～ 16:00



場所 :さ がみはら市民活動サポー トセンター

講師 :さ がみはら市民活動サポー トセンター センター長 水澤弘子
相模原市市民協働推進課 職員 2名

参加者数 :10名 、行政・スタッフ 2名

感想 :・ 事業報告書は公に見てもらうもの、という考え方が希薄だった。
・公開情報という意識は持っていたが、写真を使 うなどの考え方は抜けていた。
・複数の事業報告書の具体例を比較 した説明が良かった。

報告
・延参加者数 :17名

2.市民活動活性化講座

考察 :団体にとってはやはり助成金に対する関心は高く、参カロ者も定員を上回つた。広報講座
はメンバー増にもつながるメディア・デザイン・Webを活用 した連続講座を開催 したが、
参加者の年齢層か、Webへの参加者が少なめだった。

21【助成金申請のポイント】
趣旨 :NPOに とって最大の悩みは「資金」。今回は NPOの活動資金の一つである助成金に

ついて学びます。助成金の種類・申請時期などを情報を提供すると共に、申請時
の注意点や審査のポイント等についてお話します。また、「かながわボランタリ
ー活動推進基金 21J、 西武信用金庫のNPO応援融資についての紹介も行います。

講師 :さ がみはら市民活動サポー トセンター センター長 水澤 弘子
事例報告 :西武信用金庫 橋本支店 支店長 ノ」ヽ西 睦人 氏、小渕 康博 氏

かながわ県民活動サポー トセンター 嶋田 裕子 氏、高橋 俊一 氏
日時 :2015年 6月 15日 (月 )14:00～ 16:00
会場 :けやき会館 3Fセ ミナールーム 1

参加費 :500円

定員 :20名

参加者数 :26名 (受講者 22、 協力者 4)

スタッフ等 :2名

(報告)

●参加者の感想 :

。NPOに は経済観念のない方が多いので、お金や会計に関連するこのようなセ ミナーは
素晴らしいと思った。

・事例を元にした説明が参考になった。助成金の種類から説明があり独学で勉強するよ
りも詳細で分かりやすかった。

22【 NPOの 広報講座 (NPOの魅力を伝える広報術)】  全 3回開催
趣旨 :NPO団体の課題の一つに広報力が挙げられる。広報は仲間や参加者を増やす重要

な手段であり、団体のミッションを明確にし、共感を得るための重要なツールで
もある。そこで今回、NPO団体にとって効果的な広報は何か ?そ のコツを 3回に
分けて学んでいく。

参加費 :500円

定員 :各 20名

①メディアと上手に付き合お う
日日寺:2015年 6月 30日 (火) 13:30～ 16:00
会場 :さ がみはら市民活動サポー トセンター会議室
講師 :メ ディアの皆様

(相模経済新聞、タウンニュース、FMさ がみ)

参加者数 :27名 (受講者 20、 協力者 7)

スタッフ等 :3名



②想いを上手に伝えよう

日時 :2015年 7月 10日 (金)13:30～ 16:00

場所 :さ がみはら市民活動サポー トセンター会議室

講師 :こ ざ企画 グラフィックデザイナー 月ヽ崎 直利 氏

参加者数 :18名 (受講者 17、 協力者 1))

スタッフ等 :2名

③Webを 上手に活用 しよう

日日寺:2015年 7月 30日 (木)13:30～ 16:00

場所 :さ がみはら市民活動サポー トセンター会議室

講師 :(有)コ ウチヤ 藤田 実 氏

参加者数 :9名 (受講者 8、 協力者 1)

スタッフ等 :4名

〈報告)

●延参加者数 :45名

●参加者の感想 :

・ メデ ィア側の気持 ち、方法等がわか り、今後利用 して、知名度を上げたいと思いまし

た。
・デザインを担当していますが、信頼されない HPの特徴にあてはまることが多く、大変

勉強になりました。一番伝えたいことをいかに上手に伝えるか。他の方の作 られたチ

ラシの添削も色々な意見が出て、おもしろかったです。
・講師の方がわかりやすく例えを含めた説明でさくさく聞くことができた。将来自分で HP

を作ろうとい う気持ちになりました。

6)市民活動団体の交流機会の提供に関すること

1.ミ ニミニ利用懇の開催  「さが丸カフェ」

考察 :実際の参加人数は少ないが、カフェがきっかけで数名の方が団体活動に参加 されたと報

告があった。また、継続 して参加 される方も増えてきた。

第 28回のカフェでは、神奈川新聞から取材を受けた。今後は参加者増の工夫が必要 !

団体の課題の一つである後継者不足やメンバーの高齢化等を解消すべく、新たな人材発掘

を目指 して団塊世代のリタイア組をターゲットにさが丸カフェを開催。

第 24回 さが丸カフェ

テーマ :シエア世代の自分さがし! ～セカンドライフの生きがいを見つけよう～

≪環境編》

日日寺:2015年 5月 27日 (水)14:00～ 16:00

会場 :さ がみはら市民活動サポー トセンター オープンスペース

参加費 :200円

参加者人数 :4名
スタッフ :2名 、協力者

協力 :F.Cボ ランティア

NPO法人 さがみはら こもれび

まち 。みどり公社

●参加者の感想
・役に立つ話が聞けました
。花の本ボランティアに参加 してみたいです。
・いろいろな活動に参加 してみたい。
・良さそ うな活動ですが、時間的に難 しい所が有る。

第 25回  さが丸カフェ

テーマ :シニア世代の自分さがし1 ～セカンドライフの生きがいを

≪アクティブシエア編≫

日日寺:2015年 7月 29日 (水)14:00～ 16:00

見つけよう～



会場 :さ がみはら市民活動サポー トセンター ォープンスペース
参加費 :200円

参加者人数 :10名 、協力者 8名
スタッフ :4名

協力 :『男性ボランティア横山』ゼロツウ/テ ン、
シニア活動の森
シニアふれあいサロン in西門

●参加者の感想
・各ボランティア団体の活動が分かりました、

とても素晴らしい活動をしている皆さんに会えてよかった。
・仲間づくりとい う視点で考えられたのが良かった。
。様々な活動をしている人々が多いと思った。皆さま話上手。

第 26回  さが丸カフェ

テ~マ :シエア世代の自分さがし! ～セカンドライフの生きがいを見つ けよ う～

≪農業をやろう !編》

日時 :2015年 9月 16日 (水)14:00～ 16:00
会場 :さ がみはら市民活動サポー トセンター オープンスペース
参カロ費 :200円

参加者人数 :5名 、協力者 5名
スタッフ :2名

協力 :NPO法人 畑と田んぼ環境再生会
牧郷豆の会

●参加者の感想
・園芸の本を読んで野菜作 りをやってきたが、
今回、経験に基づいた話を聞けて良かった。

。農業をやる為、また、農地の取得に資格が必要とは、知 らなかった。
・他の市民農園の利用者から教えて頂く方法を知った。
。人に認めてもらうのは最高で、嬉 しいのです、との経験談を聞けて良かった。

第 27回  さが丸カフェ

テーマ :シエア世代の自分さがし! ～セカンドライフの生きがいを見つけよう～
≪ITス キルを活かそ う1編≫

日日寺:2015年 11月 25日 (水)14:00～ 16:00
会場 :さ がみはら市民活動サポー トセンター オープンスペース
参力日費 :200円

参加者人数 :16名 、協力者 3名
スタッフ :2名

協力 :シンフォニーPC倶楽部

相模原グループ

シニアふれあいサロン in西門
●参加者の感想

・市民活動について勉強したく出席。IT関係について詳しく認識 しました。
・タブレット難民とい う声が印象的でした。
・定年退職をして何かをしたいと考えた身には大変参考になりました。

第 28回  さが丸カフェ

テ~マ :シニア世代の自分 さが し| ～セカン ドライ
≪子 どもとのふれあい 「科学技術」 編 ≫

フの生きがいを見つけよう～

日時 :2016年 1月 27日 (水)14:00～ 16:00
会場 :さ がみはら市民活動サポー トセンター オープンスペーヌ
参力日費 :200円

参加者人数 :11名

協力 :相槙原おもちゃ ドクターの会



理科で遊ぼう会

●参加者の感想
・興味のある内容であった為、非常に有意義でした。 (活動に参加を表明)

。子どもの′さを刺激する事が将来子ども本人だけでなく社会にも役立つと思った。
。ボランティア予備軍に属する方々の参加をもつと募れないでしょうか ?

2.利用者懇談会

趣旨 :・ 2015度 のサポー トセンターの事業報告並びに次年度の運営方針を説明すると

共に、登録団体同士が顔を合わせて情報交換できる交流の場とする。
。 昨年の利用者懇談会から得た団体の課題 「人材不足Jをテーマに取 り上げ、

パネルディスカッション&意見交換会を行 う。ここで出された様々な取組み

を団体に持ち帰 り、実践の糸口としてもらう。
・今年度から新たに、利用者懇談会終了後に交流会&パネル展示会を開催する。

日日寺:2016年 2月 20日 (土)14:30～ 17:30、 18:00～ 19:30
場所 :利用者懇談会 けやき会館 2F 大研修室

交流会&パネル展示会 相模原市産業会館 3F 大研修室

内容 :①2015年度のサポー トセンターの事業報告

②テーマ 「メンバーを増やす、そのヒン ト !」

パネルディスカッション&意見交換会

③事務連絡

2016年度ロッカー・レターケース使用団体の発表と使用上の注意他

参加者数 :団体 52団 体・78名 、市民協働推進課 4名 、スタッフ 9名  計 91名

●団体に持ち帰れそ うな事 (一部)

・イベン トや講座を定期的に開催 し参加者に直接声かけする、ロコミ
・人を集める⇒人が辞めない 活動が楽 しい !

・HP、 FaceBOok、 ブログの活用
・サポー トセンターのネットワークをより有効に活用する
。メディアに取 り上げてもらえるよう興味ある企画を事業化しアプローチしている
・メンバー募集のチラシを作成   etc.

ン

3.市民活動フェアの実施

考察 :ア ンケー ト数はこれまでで最多となった。

①相模原市民若葉まつ り

趣旨 :市役所さくら通 りをメイン会場に、「70万人のふるさとづくり」をテーマに開

催される「相模原市民若葉まつ り」にブースを出展することにより、サポー ト
センターを多くの市民に周知し、関心をもつていただく機会とした。また、今

年は NPO法人への寄附促進のためのチラシを配布 し、寄付の啓発と周知を図る

機会とした。

日時 12015年 5月 9日 (土)13時～17時、10日

場所 :市役所前通 り

内容 :「輪投げであそぼ。。」

(日 )10時～ 17時

サポセンリーフレット配布 とアンケー ト実施

寄附促進のチラシ配布

アンケー ト集計 :472件   センター周知度は 17%
②NPOと 企業等のコラボフェア

パネルディスカッショ事業報告 グループワーク グループ発表



考察 :今年度からあじさい会館でのパネル展示はボラディアとは男uに、サポセン独 自で展示で
きるようになった。

イオンでのコラボは継続開催の成果か、イオン側の受入協力体制が整ってきた。また、
今年度は麻溝台高校ダンス部に加え、共和中学校合唱部の参加があり、地域や学校の発
表の場となってきた。
趣旨 :「 コラボフェア」は、市民活動をより多くの市民に周知するため、企業に場所と

広報を提供 してもらい、団体の活動をパネルで紹介 したり、パフォーマンスや体
験ブースを出展する。

・あじさい会館 (パネル展示 )

日日寺:2015年 9月 19日 (土)～ 9月 30日 (木)12日 間
・市役所ロビー (パネル展示)

日日寺:2015年 10月 1日 (木)～ 10月 14日 (水)14日 間
・イオン 相模原店 (パ フォーマンス&体験ブース)

日時 :2015年 9月 13日 (日 )11:00～ 16:00
内容 :パ フォーマンス 6団体

体験ブース   6団 体

協力者 たすかるバンク登録者

(映像・司会・音響他)

4.さ ぽせんキッズタゥン「ゆめみはら」の実施
考察 :普段サポセンを利用することのない小学生や保護者に、市民活動団体や企業の様々な

活動や仕事を知ってもらうことができた。また、子ども、団体、企業、ボランティ
アの学生、行政等、多様なセクター&世代が連携・交流を図り、互いに理解を深め
るきっかけとなった。

日時 :2015年 8月 23日 (日 )10:00～ 16:00
場所 :けやき会館 2階  大研修室、中研修室

同  3階  セ ミナールーム 1、 2、 第 1中会議室
さがみはら市民活動サポー トセンター

内容 :市民活動団体・企業等のブースで形成された仮想のまち「キッズタゥン」にお
いて、子どもたちが働き、遊び、実際のまちの仕組みを学ぶ社会体験の場を
提供す ると共に、NPO活動の周知 と世代間交流の機会を提供。

参加者 :こ ども

保護者

見学者等
ブース団体・企業
スタッフ・ボランティア

計 185名

ブース出展数 :団体 H、

計 23者

76名 (内 キッズスタッフ 16名 )

20名

H名
59名

19名

企業 6、 市関係部署 3、 その他 3

5.さ がみはら市民活動フェスタ 2015の 実施

考察 :・ 朝から小雨のため判断が難 しかったが参加の有無は団体判断とし、開催を決定 した。
結果 7割近い団体が参加。小雨であつても開催可能であることを認識 した。
尚、食ブースの生活衛生課への届け出は、内容確認を十分に行ってからにする。

日時 : 2015年 H月 8日 (日 ) 午前 10時～午後 3時
場所 : 淵野辺公園銀河アリーナ前
内容 : ア トラクション、模擬店

参力Π者 :ブース 18団体 (25)イ ベン ト2団体 (6)、 計 20団体 (31)

協賛 : おふろの王様相模原店、イ トー ヨーカ ドー古淵店、弁護士法人相模原法
律事務所、ス リーエムジャパン (株 )、 相陽建設 (株 )、 デュプロ (株 )、

東京ユーキ (株)、 北相 トラベル (株 )



●団体の感想
・農業祭 り目当ての客は雨でも関係なく、フェスタブースの最後尾まで列ができ、団
体の PRや物品販売に協力願えた。

・雨中なればこそ団体・スタッフがお互いに声を掛け合い、励まし合 う姿が見られ、
団体同士の連帯感を垣間見ることができた。

。今年は一 日開催にしたため、はじめに開会式を執 り行 うことができた。

7)その他センターの運営に関すること (ネ ットワーク事業など)

1.相模ボラディア (市民活動支援 施設 との連携 )

サポー トセンター、ボランティアセンター、国際交流ラウンジの 3施設が連絡協議会を
設置 し、ネットワークを強化 。

青少年学習センターがオブザーバーとして参加
・見 1回V編妻会を開惟し惰轟
・相談業務の連携
・ 3施設の登録団体情報をHPで共有
。相模ボラディアとしてのリーフレットを作成
・協働事業の企画と実施

「夏休み、中 。高校生ボランティア チャレンジスクール」開催
日日寺: 7月 5日 (日 )オ リエンテーション

8月 21日 (金)ま とめの会
申込者 :62名

修了者 :43名

内 容 :ボランティア説明会、体験、ボランティア報告会
結 果 :ボ ランティア報告書 「わくわく どきどき体験記J発行

パネル展示開催 9月 4日 (金)～ 9月 18日 (金)15日 間
。あじさい会館ロイヤルホスト側ロビーに

パネル展示コーナーを常設
パネルは lヶ 月 3団体を交替で掲示

2.地域ボランティアエアポー ト
身近な地域での高校生のボランティア活動を応援するため、県教育委員会では、高校生の
ボランティア活動を生活 している地域において支援する拠,点 として、県内 20か所の市民活
動サポー トセンター及び市民活動推進センター等を「地域ボランティアエアポー ト」として
位置付けている。
。年 2回、連絡会 (4月 )と 説明会 (6月 )を開催
・当センターでは、中・高校生ボランティア チャレンジスクールと連携

3.たすかるバンク

市内で公益的な活動をしている市民団体と社会貢献 したい市民をつなぎ、市民活動の更な
る活性化を目指すためのニーズ及び人材ネットワーク

・ニーズ登録、人材登録データの更新 を行 う
。登録状況 :人材登録   9件

ニーズ登録  43件
マッチング  32件 (2015/′ 1～ 2016/3月 )

4.大学生のインターンシップ
・さがまちコンソーシアムインターンシップ (担 当 :江藤 )

参加者 :今年度は希望者無し

期間 :6月 ～3月

内容 :サポセン窓口業務と学生が希望する団体の活動を体験取材 し報告書を作成
・相模女子大学インターンシップ (担当 :宮 田、中西)

参加者 :今年度は希望者無し

期間 :夏休み期間中 約 5日 程度
内容 :学生が希望する団体の活動を体験取材 し報告書を作成



5.多様なセクターとの連携

①かながわイーパーツリユースパソコン寄贈プログラム 第 12回
趣旨 :非営利団体の情報化支援と交流を目的に、全国各地で実施

さがみはら市民活動サポー トセンターは昨年度より参加

認定特定非営利活動法人イーパーツ

藤沢、茅ヶ崎、小田原、大和、座間、平塚、綾瀬、
相模原、鎌倉、逗子の各支援センター

年 1回

主催

共催

募集

募集期間 :6月 3日 (水)～ 7月 3日 (金 )

。応募団体数 :3団体
・寄贈団体数 :3団体
・PC寄贈台数 :ノ ー ト5台
・審査会 :7月 21日 (火)藤沢市市民活動推進センター

各センターの長
・寄贈式 :8月 23日 (日 )藤沢にて開催

②自治会・公民館との連携
・2012年から継続して自治会掲示板に「市民活動フェスタ」のポスターを掲示
・2014年 からは市民活動フェスタに自治会ブースを出展

市内 32公民館 にサポートセンター専用ラックを設置  1́・ r‐
|ぜご

③企業×NPO× 大学のパー トナーシップミーティング in県央 (運営団体事業)

考察 :今回は昨年の参加人数を踏まえ、定員を 80名 と設定 したが、残念ながら定員には満
たなかった。 しか し、参加者の満足度は高 くマ ッチングングの可能性 を幾つか確認
できた。今後はサポー トセンターがコーディネーター とな リアフターフォロー して
いきたい。

目的 :神奈川県では、地域の様々な課題解決の一助 として、企業・NPO・ 大学を仲介
し、マッチングの機会を提供する「パー トナーシップ支援事業」を県内各地で実
施 している。相模原市においては今回が 2回 日となり、NIPO、 企業、大学の連

携の可能性を探る好機 となるよう本事業を開催する。
日F寺 :2015年 10月 29日  しヽ )

場所 lソ レイエさがみ

主催 :神奈川県 、NPO法人さがみはら市民会議

協力 :相 模原市 、さがみはら市民活動サポー トセンター

内容 :基調講演 株式会社」TBコ ーポレー トセールス BWT 支店長 伊藤 弘―郎
テーマ 「アクティブにコミュニケーション !地域が輝く、つながり方」

事例報告 「つなが り対談」

新成人を応援する会 代表 藤井 恵美子

(株)さ がみはら産業創造センター 専務取締役 山本 満
和泉短期大学 児童福祉学科 教授 井狩 芳子
(株)伊藤園 CSR推進部長 笹谷 秀光

グループディスカッション「つながろう会」

交流会withマ ッチングコーナー

参加者 :69名  (内訳 :NP027、 企業 23、 大学 4、 その他 8、 ファシリ 7)

事務局 。関係者 7名  (定員 80名 )



④南区

日日寺

場所

内容

⑤緑区

日日寺

場所

内容

その他
スタッフ研修の強化

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

ユニコムまちづくリフェスタ参力日

:2015年 10月 3日 (土 )

:ユニコムプラザさがみはら

:リ ーフレット・講座等の印刷物の配布、
パネル展示、 NPOよ ろず相談会 、折 り紙コーナー

地域デビュープロジェクト参加

:2016年 2月 19日 (金 )

:杜のホールはしもと

:セ ンターの活動紹介、NPOよ ろず相談 (5件 )、 アンケー ト

リーフレット・講座等の印刷物の配布 、パネル展示

8)

【外部研修】
7月 2 日 (木 )、 3日 (金 )

日本NPOセ ンター主催 「NPO支援セ ンター初任者研修 2015」 に 1名 参加

(合宿研修 )

7月 23日 (木 )、 24日 (金 )

日本NPOセ ンター主催 「NPOと 行政の対話フォーラム 2015Jに 2名 参加

9月 26日 (土 )、 10月 11日 (日 )、 H月 14日 (土 )、 12月 19日 (土)全 4回

関内イ ノベーションイニシアティブ (株)主催
「かながわ ボランタリーエース プログラム 2015Jに 2名 参加

平成 27年 度 ボ ラ ン タ リー 団 体 支援 事 業  中長 期 計 画策 定 支援

プ ロ グラ ム (神 奈 川 県委 託 事 業 )

【内部研修】

趣旨 :ス タッフの内部研修は月 1回の体館 目に行 う。今年度はセンター業務やイベン ト

市民活動に関する基礎知識について研修会を開催する。

サポセン事業についてチームごとにガン トチャー ト作 り

相談ケース会議、内部事務のスキルアップ研修
NPO法人さがみはら市民会議の活動、ボランティア・サポーターについて

キッズタウンの概要と役割分担について

市民協働推進課の業務
マイナンバー制度の研修報告、相談ケース会議

企業×NPO× 大学のPSM&市 民活動フェスタの開催趣旨と役割について

利用者懇談会の趣旨説明と役割分担

休み

サポー トセンターの各種データ分析について

利用者懇談会の反省 次年度研修内容検討

新スタッフ紹介、次年度年間事業について、桜まつ りについて

以 上



活動決算書
平成 27年 4月 1日 から平成 28年 3月 31日 まで

法人の名称 特定非営利活動法人さがみはら市民会議 (単位 :円 )

科 目 予  算 実  績 差  額

Ｉ
　

経
常
収
益

1 支 収 会 質 正会員受取会費 90,000 66.000 24,000

助会員受取会費 15.000 0 15,00C
９

“ 受取 寄附金 0 41,243 -11,:!113

3 受取助成金 0 0 C

4 事業収益 サポートセンター事業収益 15.452.000 14.501.180 950,82C

機器使用料収益 1,150,000 1,368,169 -218,1(ヽ 9

広告収益 250.000 194.400 55,600

参加費収益 62,000 98,000 -36.000

事務支援サービス収益 62,000 33,430 28.570
その他事業受託収益 260.000 201.670 58,330

民
υ その他収益 受取利息 0 1,340

性収益 0 155.700 -155,7()0

経常収益合計 17.341.000 16,661,132 679,868

Ⅱ
　

経
常
費
用

１
　
事
業
費

(1)人件費 給料手当 12,372.564 11.582.659 789.905
定福利費 68,000 60,205 7,795

人件費計 12.440.564 11,642,864 797.700
(2)その他経費 会場費 70.000 68,746 1,254

旅 費交通費 300,000 286,490 13.510
印刷費 160,000 35。 855 124,145
消耗 品費 1.200.000 1,1141219 85,781
通信費 350,000 229,878 120,122
講師謝礼 300.00G 213,630 86.370
広告宣伝費 400,000 486,951 ―ぶtヽ

委託費 250,000 252.990 ―」,ヽナll()

研修費 250.000 197.490 52.510
議 費 200,000 198.000 2,000
器使用料 680.000 621,879 58,121

租税 350,000 612.900 -21・i2.1)0()

雑費 98.216 502.989 -101.ア「 1`

その他 経 費計 4.608.216 4,822,017 2111、 8()1

事業費計 17.048_780 16,464,881 583.899
(1)人件費 給料手当 0 0 0

法定福利費 0 0 0

人件費計 0 0 0

管
理
費

(2)その他経費 会場費 30,000 13,450 16.550
消耗品費 10,000 1.085 8,915

通信費 15.000 5,790 9,21C
租税公課 1.000 0 1.00C

支払手数料 2二亘001 9,873 13,127
卜外費 56,000 89,760 ―131ヽ

理費計 135,000 119,958 15,042
桑i 費用計 17.183.780 16,584,839 598,941
当期経常増減額 157,220 76,293 80.927

Ⅲ 桑侶 外収益 0 0 0

登常外収益計 0 0 0
Ⅳ 登1 外費用 0 0 0

蚤雷外費用計 0 0 0

税引前当期正味財産増減額 157.220 76,293 80,927
法人税 ,住民税及び事業税 70.000 70.000 0
当期正味財産増減額 87.220 6,293 801927
前期繰 國正味財産額 2.297.274 2.674.426 ―it 7 7.152

次期繰越正味財産額 2.384.494 2.680。 719 -21)6,225



貸借対照表 (平成28年 3月 31日現在)

法人の名称 特定非営利活動法人さがみはら市民会議

(単位 :円 )

勘 定 科 目 金 額

.資産の部

普通預金

(流動性現預金 )

〔現金及び預金

〔当座資産 〕

未収入金

[流動資産 ]

【資産の部合計】

2.負債の部

未払金

未払法人税等

未払消費税

[流動負債 ]

【負債の部合計】

3.正味財産の部

正味財産

(う ち当期正味財産増加額)

[正味財産 ]

【正味財産の部合計】

【負債及び資本の部】

5,709,910

5,709,910

5,709,910

5,709,910

108,253

818,163

5,818,163

454,544

70,000

612,900

3,137,444

3,137,444

2,680,719

6,293

2,680,719

2,680,719

5,818,163



財産目録 (平成28年 3月 31日現在)

法人の名称 特定非営和l活動法人さがみはら市民会議

目科定勘 額金

1「 資産の部                ~
1)流動資産

普通預金    横浜銀行 相模原駅前支店 17H768
横浜銀行 相模原駅前支店 1726176

駿河銀行 相模原支店 1235375

未収入金    コピー印刷費

会費未収入

[流動資産合計 ]

2)固定資産

[固定資産合計]

【資産の部合計】

2.負債の部

1)流動負債

未払金

内訳 委託費 (税理士報酬 )

旅費交通費

3月 分人件費

未払いチーフ手当

スタッフ会議費

研修費

通勤手当

事業収入返金

社会保険料

未払人件費 (3/4大渕 )

預 り金     源泉税預 り金

未払法人税

未払消費税

[流動負債合計 ]

2)固定負債

[固 定負債合計]

【負債の部合計】

3.正味財産

1,776,468

2,878,541

1,054,901

105,253

3,000

5,818,163

2,453,164

233,280

37,000

999,131

3,000

13,000

12,000

65,545

950,820

135,828

3,560

1,380

70,000

612,900

3,137,444

5,818,163

3,137,444

2,680,719


